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近年、歯科領域における 3D プリンティング技術の進展は著しく、矯正装置をはじめとする各種デバイ

スの製作に広く応用されている。一方で、これらの技術は特定の専門領域において活用されるものとし

て捉えられることも少なくない。本講演では、一般臨床医の立場から、日常診療の中で 3D プリンティ

ングをどのように活用しているかについて提示する。口腔内スキャナーおよび CBCT データを基盤とし

たデジタルワークフローのなかで、 

診査・診断、治療計画、装置設計・製作へと至る一連のプロセスを概説する。具体的には、3D プリン

トによるプロビジョナルレストレーションを含む補綴装置、各種サージカルガイド、睡眠時無呼吸症候

群に対する口腔内装置など、インターディシプリナリーアプローチにおける応用例を提示し、デジタル

データを各領域を繋ぐ共通基盤として活用する臨床的意義について考察する。3D プリンティングは特

定の専門領域に限定されるものではなく、日常臨床の中で横断的に活用可能な技術である。本講演が、

各専門領域の枠を越えた新たな臨床応用の可能性を考える一助となることを期待する。  
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